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ビデオカメラ 取扱説明書
１４５万画素プログレッシブ走査型カメラ

ＦＣ１５００
ＦＣ１５００Ｐ

●このたびはＴＡＫＥＸ ＣＣＤビデオカメラをお買いあげいただき，誠にありがとうございました．

●この説明書と添付の保証書をよくお読みのうえ，正しくご使用下さい．
その後大切に保管し，わからない時は再読して下さい．
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［変更履歴］

版 変更内容 記事 日付 文書番号 備考
初 版

２ 版 誤記訂正 シャッタ時間の設定 K01627
仕様；”トリポット除く”追記

３ 版 誤記訂正 デジタルケーブル長 K01921
VINIT2記述訂正

４ 版 改訂 ＲＳ－２３２Ｃボーレート変更 K02316 VER 1.12以降適合
クロック反転機能追加
その他訂正

５ 版 誤記訂正 ＲＳ－２３２Ｃコマンド誤記訂正 K02412

６ 版 改訂 ＦＣ１５００Ｐ（部分走査タイプ） K02420
対応

７ 版 訂正 デジタルケーブル許容長：２０ｍ K02A12
通信機能：注記追加

８ 版 追記 接続方法：クロック位相変更機能 K03209

９ 版 訂正 デジタルケーブル許容長：１５ｍ K03824

１０版 誤記訂正 水平有効画素数：１３９１画素 K03A11

１１版 訂正 ＨＤ，ＶＤ駆動回路例 K05108
外部同期説明
通信コマンド

１２版 追記 通信コマンドＲＳ説明追加 K05108

１３版 ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞ外形変更に伴う変更 ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞ固定穴4→8箇所への変更 2007- 7-16 K07716 VER 1.70以降適合

１４版 ﾌﾛﾝﾄｴﾝﾄﾞ外形変更 レンズ固定部φ30→28 2008-10-04 K08A04

本説明書中での付加表記について

（注）… ご使用に際してご注意頂きたい点を解説しています．

（！）… 従来製品との比較の上で特にご注意頂きたい点を解説しています．

［用語］… 本カメラの動作を説明する為に特別に規定する用語を解説しています．

［解説］… 本カメラの動作を理解する上で必要と思われる事柄を解説しています．
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１．特長

●新設計のインターライン転送方式のＣＣＤを使用していますので，従来のカメラに比べて近赤外領域の感度が向上し，高速シャッ
タ時のスミアも低減しています．

●ビデオ出力はプログレッシブ走査（ノンインターレース走査）で出力します．

●カメラに外部トリガを入力するだけでランダムリセットされ，電子シャッタ画像が得られます．
（ランダムシャッタモード）

●ビデオ出力信号はデジタル化信号として出力します．
プログレッシブ走査・１０ビットパラレルデジタル化ビデオ信号をデジタル出力コネクタ（３６ピン）より出力します．

●小形，軽量です．

●現行のＦＣ１５００に加え，部分走査（３０Ｈｚ）を装備したＦＣ１５００Ｐを製品化しました．

２．概要

（２－１）撮像素子の概要
・２／３”プログレッシブ走査インターライン転送ＣＣＤ
・ＣＣＤの波長感度特性（図２－３参照）
・総画素数 １４３４(H)×１０５０(V) ，約１５０画素
・有効画素数 １３９２(H)×１０４０(V) ，約１４５万画素
・チップサイズ １０．２０mm(H)×８．３０mm(V)
・ユニットセルサイズ ６．４５μ(H)×６．４５μ(V) （正方格子配列）
・オプティカルブラック 水平(H) 方向 前２画素，後４０画素

垂直(V) 方向 前８画素，後 ２画素
・ダミービット数 水平 ２０

垂直 ３

図２－２ オプティカルブラック配置図 図２－３ 標準的波長感度特性

（２－２）動作概要

図２－４ カメラブロック図

●プログレッシブ走査
ＦＣ１５００は，１３９２×１０４０画素のインターライン転送方式ＣＣＤで１つの状態を瞬時にとらえます．この１フレーム画
像は，１／１５秒で画像の上から下まで全ラインを順次連続的に走査するプログレッシブ走査方式のため，ランダムシャッタ時で
も安定且つ尖鋭な画像が得られます．
また，４画素飛び越し読み出し走査（１／６０秒）時には，通常のモニタで映像を確認できます．

●カメラの画像出力
ＣＣＤから出力されるビデオ信号は，ＣＤＳ／ビデオアンプで増幅されたあとＡ／Ｄ変換され，デジタル信号出力ドライバーを介
して，ＲＳ－６４４フォーマットで，カメラ背面のデジタル出力コネクタ（36ピン）より，また，モニター用アナログ出力をカメ
ラコネクタ(4ﾋﾟﾝ)より出力されます．

２

ＯＢ（オプティカルブラック）

２

１３９２ ４０

８

１０４０
有効撮像領域

Ｈ

Ｖ

ＣＣＤ プリアンプ

ＤＲＩＶＥＲ ＴＧ ＰＬＤ

ＣＰＵ

Ａ／Ｄ ドライバＯＦＦＳＥＴ
１０ｂｉｔ

デジタル出力
ＲＳ－６４４

１０

ＧＡＩＮ

ＵＰ／ＤＯＷＮ

ＭＯＤＥ

１．０

０．９

０．８

０．７

０．６

０．５

０．４

０．３

０．２

０．１

０．０

相
対
感
度

５００４００ ６００ ７００ ８００ ９００ １０００

波長（ｎｍ）

（代表値）
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●ＢＵＳＹ信号
ランダムシャッタモード動作時に，Ｖｉｎｉｔ入力後の露光動作中，及び，ビデオ信号出力動作中を示すＢＵＳＹ信号が出力され
ます．

●ストロボ信号
ランダムシャッタモード時に，Ｖｉｎｉｔ入力後の露光開始を示すストロボ信号が出力されます．

●外部トリガ入力
ランダムシャッタモードで動作中に，この入力を”Ｌ”レベルにするとランダムシャッタの画像が得られます．

（２－３）デジタル出力信号

●デジタルビデオ出力（ＤＯ ～ＤＯ ，ＤＯ ～ＤＯ ）０＋ ９＋ ０－ ９－

ＲＳ－６４４規格準拠の１０ビット差動デジタル出力信号 ／ 受端インピーダンス 各100Ω～220Ω

●ラインデータタイミング信号（ＬＤＶ ，ＬＤＶ ）＋ －

ＲＳ－６４４規格準拠の差動デジタル出力信号 ／ 受端インピーダンス 100Ω～220Ω

●フレームデータタイミング信号（ＦＤＶ ，ＦＤＶ ）＋ －

ＲＳ－６４４規格準拠の差動デジタル出力信号 ／ 受端インピーダンス 100Ω～220Ω

●ピクセルクロック（画素クロック）（ＣＬＫ ，ＣＬＫ ）＋ －

ＲＳ－６４４規格準拠の差動デジタル出力信号 ／ 受端インピーダンス 100Ω～220Ω

３．各部の説明

（３－１）カメラ背面パネルの説明
●動作モード，電子シャッタ時間等の設定および各出力コネクタの配置

図３－１ リヤパネル

（３－２）カメラコネクタ(HRS HR10A-10R-12PB)
カメラケーブル接続コネクタ（12ピン）のピン配置と，各ピンに対応する信号名を以下に示します．

ﾋﾟﾝ番号 信 号 名 内 容 I/O

1 GND (0V) 電源用グランド

2 +12VDC ＤＣ電源入力

3 GND 信号用グランド

4 VIDEO ビデオ出力 Out

5 GND 信号用グランド

6 Vinit1 外部トリガ入力１ In

7 Ext-VD 外部ＶＤ入力

8 GND 信号用グランド

9 Ext-HD 外部ＨＤ入力 In

（カメラ外側より見たピン配置） 10 GND 信号用グランド

11 STRB ストロボ出力 Out

12 GND 信号用グランド

カメラに接続されるカメラケーブル（コネクタ付）は別売品として用意しております．

（３－３）ＲＳ－２３２Ｃコネクタ(HRS HR10A-7R-6SB)
ＲＳ－２３２Ｃコネクタ（６ピン）のピン配置と，各ピンとそれに対応する信号名を以下に示します．
このコネクタはアイリスレンズ用コネクタと兼用になっています．

ﾋﾟﾝ番号 信 号 名

1 ＲＸＤ

2 ＧＮＤ

3 ビデオ出力

4 ＋１２Ｖ

5 ＲＴＳ

6 ＴＸＤ

（カメラ外側より見たピン配置）

10

11 12

9

8

7

6
5

4

3

2

1

DG I T A L O U T

L E NS

U

D

P OW E R

MO D E

ＲＳ－２３２Ｃコネクタ
（アイリスコネクタ）

ディジタル出力コネクタ

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチ

カメラコネクタ
（１２ピン）

モードスイッチ
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（３－４）デジタル出力コネクタ(HRS DX10A-36S)
デジタル出力コネクタ(36ﾋﾟﾝ)のピン配置図と各ピンに対応する信号名を以下に示します．

ﾋﾟﾝ番号 信号名 I/O ﾋﾟﾝ番号 信号名 I/O ﾋﾟﾝ番号 信号名 I/O ﾋﾟﾝ番号 信号名 I/O

1 CLK+ Out 2 CLK- Out 19 DO Out 20 DO Out２＋ ２－

3 LDV+ Out 4 LDV- Out 21 DO Out 22 DO Out３＋ ３－

5 FDV+ Out 6 FDV- Out 23 DO Out 24 DO Out４＋ ４－

7 GND 8 GND 25 DO Out 26 DO Out５＋ ５－

9 NC 10 NC 27 DO Out 28 DO Out６＋ ６－

11 NC 12 BUSY Out 29 DO Out 30 DO Out７＋ ７－

13 NC 14 Vinit2 In 31 DO Out 32 DO Out8＋ 8－

15 DO Out 16 DO Out 33 DO Out 34 DO Out０＋ ０－ 9＋ 9－

17 DO Out 18 DO Out 35 GND 36 GND１＋ １－

CLK …… ピクセルクロック
LDV …… ラインタイミング信号
FDV …… フィールドタイミング信号
DO ～DO …… デジタルビデオ出力（10bit）０ 9

Vinit2 …… 外部トリガ入力２
BUSY …… ビジー信号

（カメラ外側から見た図）

４．操作方法

（４－１）接続方法

●接続
カメラと周辺機器の接続例（図４－１）を参照して下さい．

①カメラのレンズ取付け部カバーを外し，レンズ（別売品）を取り
付けます．

②カメラヘッドとカメラ電源（別売品）をカメラケーブル（別売
品）で接続します．
カメラケーブルの許容最大長は２５ｍとなっています．

③別項の動作モードの設定方法，シャッタ時間の設定方法に従って
カメラの動作モードを設定します．

④カメラヘッド背面のデジタル出力コネクタと，画像処理装置の入
力端子（フレームグラバーボード，コンピュータなど）をデジタ
ルケーブル（別売品）で接続します．カメラのデジタル出力コネ
クタから上記画像処理装置入力端子までのケーブル許容最大長は
１５ｍとなっています．

（注）上記記載のカメラケーブル，および，デジタルケーブルの許
容最大長は，カメラの動作を保証するものではありません．
カメラの設置条件，使用するケーブルなどによっては，上記
最大長以内でも正規の映像信号が得られない場合がありま
す．

（注）画像処理装置にデジタル画像を取り込んだ際，映像内に白ま
たは黒点がちらつくようでしたら，”クロック位相切り替え
”機能（動作モード設定［グループ２］の９番）でクロック
位相を変更，をお試しください．改善される場合が有りま
す．

図４－１ カメラと周辺機器接続例

［重要］

（注）カメラケーブルを接続，または取り外すときは，必ずカメラ電源のパワースイッチをＯＦＦにして下さい．
カメラに通電したままの状態でケーブルの着脱を行いますとカメラヘッドの故障の原因となります．

（注）カメラを接続する時は，必ずカメラ電源，接続機器の電源を切っておいて下さい．
（注）当社の別売品カメラ電源以外の電源を使用する場合は，下記定格のものをご使用下さい．

電 源 電 圧：ＤＣ１２Ｖ±１０％
電 流 容 量：４５０mA以上

電源投入時は１Ａ程度の過渡電流が流れますのでご考慮下さい．

リップル電圧：５０mVpp以下（推奨値）
接続コネクタ：１２ピンコネクタ １ピン（GND），２ピン（+12VDC）

（注）他社製の電源ユニットには電源接続ピンの位置が異なるものが有ります．他社製の電源をご使用の際には必ず電源と
カメラ接続ピンの対応を事前にご確認下さい．
規定外のピンへの電源投入などに伴う故障については有償修理の対象とさせて頂きますのでご注意願います．

1

36

18

19

コンピュータ

フレームグラバー

専用ケーブル

パルス

発生回路

Ｖｉｎｉｔ

カメラ ＦＣ１５００

ディジタル

ビデオケーブル

カメラケーブル ＡＣ１００Ｖ

プラグ

カメラ電源 ＰＵ－９７

ＶＩＤＥＯ

ＯＵＴ ＨＤ ＶＤ ＥＸＴ ＭＡＮＵ

ＰＯＷＥＲ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＴＲＩＧＩＮ

画像処理装置
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（４－２）Ｖｉｎｉｔ信号（ランダムトリガ信号）の入力

●Ｖｉｎｉｔ信号の入力方法
カメラをランダムシャッタ動作で使用する場合はユーザ側機器よりＶｉｎｉｔ信号（ランダムトリガ信号）を入力する必要が有り
ます．
Ｖｉｎｉｔ信号は２系統あり，カメラ背面のカメラコネクタ（１２ピンコネクタ）の⑥ピン(Ｖｉｎｉｔ１)に入力するか，デジタ
ルコネクタ（３６ピンコネクタ）の⑭ピン(Ｖｉｎｉｔ２)に入力します．
専用電源ＰＵ－９７を用いカメラと電源を弊社１２Ｗシリーズケーブルで接続する場合はＶｉｎｉｔ信号を電源ユニット
（ＰＵ－９７）の”ＥＸＴ”ＢＮＣに接続します．

（注）Ｖｉｎｉｔ１入力，及び，Ｖｉｎｉｔ２入力は独立してカメラ内部回路に接続されています．（下図↓）
画像入力ボードとケーブルの組み合わせの
方法によってはこのＶｉｎｉｔ２入力端子
が画像ボードの制御出力ピンと接続される
場合が有ります．
この場合に，Ｖｉｎｉｔ１入力ピンに対し
てユーザ側の機器から信号を出力すると，
画像ボード側からのＶｉｎｉｔ２入力と重
複入力となり正常に動作しなくなることが
ありますのでご注意下さい．

図４－２ Ｖｉｎｉｔ信号の内部接

●Ｖｉｎｉｔ信号推奨タイミング

図４－３ 推奨Ｖｉｎｉｔ信号タイミング波形

パルス幅制御露光モードの場合，入力されたＶｉｎｉｔパルスのＬレベル区間（Ｔｖｉｎｉｔ）はカメラ内部のＨＤ立ち下がり
タイミングに同期化して取り込まれ，それに最も近いＨ（１水平同期時間）の整数倍のパルス幅ｎＨとしてカメラ内部に伝わり
その時間に対応したシャッタ時間となります．

（注）パルス幅制御に於いて，シャッタ露光時間は概ねＶｉｎｉｔのパルス幅に最も近い水平同期時間（Ｈ）の整数倍の長さに
一致します．しかし，厳密には通常の外部トリガ入力（Ｖｉｎｉｔ信号がカメラ内部の水平同期タイミングと非同期であ
る場合）ではシャッタ露光時間は１Ｈ幅の時間分だけ不定となります．→この点については別項のタイミングチャートを
ご参照下さい．

（注）パルス幅制御モードで長時間のシャッタを使用した場合，通常シャッタ時間に比例してＣＣＤ撮像素子の熱雑音成分など
が蓄積されて画像のＳ／Ｎが悪化する様になります．この様に長時間の露光を行う場合は実用的な露光時間を実際のご使
用状況に合わせて実験し，適正な露光時間をお確かめ頂く事を推奨致します．

●Ｖｉｎｉｔ入力回路の駆動回路例

カメラ ＦＣ１５００

内部回路
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾈｸﾀ - 14 (Vin it2)

ｶﾒﾗｺﾈｸﾀ - 6 (Vin it1)

Ｖｉｎｉｔ

（但しシャッタ時間はＶｉｎｉｔの幅に依存しない）

ｎＨ ≦ Ｔｖｉｎｉｔ ＜（ｎ＋１）Ｈ （ｎは１以上の整数）

Ｔｖｉｎｉｔ

［固定長ランダムシャッタ（モードスイッチ＝１～８）の場合］

［パルス幅制御ランダムシャッタ（モードスイッチ＝９）の場合］

２Ｈ ≦ Ｔｖｉｎｉｔ ≦ ２０Ｈ

（但し，シャッタ露光時間＝ｎＨとする場合のパルス幅）

６

カメラ
コネクタ１００Ω

Vinit IN

カメラ内部

２２Ｋ

５Ｖ

内部回路へ

ＴＣ７ＳＥＴ０８

（相当）

１５０Ω

２ＳＣ３３１１

など

［トランジスタ使用例］

［ＩＣ使用例］

Ｏ．Ｃ．

ＳＮ７４０６など

６ に

入力

ＶＣＣ

ＶＣＣ

１５０Ω

１０Ω

１０Ω

３３Ｋ

１０Ｋ

５Ｖ

デジタル
コネクタ

14

14，

２２０Ω

内部回路へ

３Ｖ

ＶIH＝２．０Ｖ

ＶIL＝０．５Ｖ

ＶIH＝１．９Ｖ

ＶIL＝０．５Ｖ

１０Ｋ

３Ｖ

ＶＣＣは，＋５Ｖ，または，＋３Ｖ

３Ｖ
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（４－３）外部同期（Ｅｘｔ－ＨＤ／ＶＤ）入力
●外部同期信号入力方法
複数のカメラの動作タイミングを合わせて使用する場合はユーザ側機器より外部同期信号（Ｅｘｔ－ＨＤ／ＶＤ信号）を入力する
必要が有ります．水平タイミングを合わせる場合は，ＨＤ信号を入力してください．垂直タイミングも合わせる場合は，ＨＤとＶ
Ｄ信号を入力してください．
（注）外部同期機能で水平動作タイミングを合わせた場合，外部から供給されるＨＤ信号とカメラ内部のＨＤ信号に±２ＣＬＫ程

度のジッタが生じますので，この点に注意してご使用ください．
（注）ランダムシャッタ動作中は，ＶＤを入力しないでください．
（注）外部同期機能（水平同期：ＨＤ）を使用した状態でアナログ信号を取り込むと，水平動作タイミングのジッタの影響で水平

に画素ずれを起こしたような状態になることがありますので，この点に注意してご使用ください．

●推奨外部同期信号波形

・Ｅｘｔ－ＨＤの周期誤差は上記数値の±１％以下を推奨致します．）
・入力する同期信号のレベルは５Ｖロジックレベル（Ｈ＝４～５Ｖ，Ｌ＝０～０．５Ｖ）とします．

●外部同期入力（ＨＤ，ＶＤ）回路の駆動回路例

（４－４）その他，入出力回路
●ストロボ信号，ＢＵＳＹ信号出力回路

ストロボ信号：カメラコネクタの１１ピン

ＢＵＳＹ信号：デジタルコネクタの１２ピン

１００内部回路から

７４ＨＣ１２５

（相当）

＋５Ｖ

１Ｈ＝６２．５１μ秒

９Ｈ

１Ｖ（１０６８Ｈ）

Ｅｘｔ－ＨＤ

Ｅｘｔ－ＶＤ

５．４８μ秒

±２μ秒

９

５Ｖ

１０Ｋ

２２０Ω

１０μＨＤ ＩＮ

カメラ内部

７４ＡＣ０４など

９ ７， に

入力
１００ｐ

４．７Ｋ

５Ｖ

内部回路へ

１０Ｋ

ＰＮＰ Ｔｒ

７５Ω

［出力回路例］

７ＶＤ ＩＮ

カメラ
コネクタ

５Ｖ
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５．各種設定

（５ー１）動作モード
動作モードは大別して次の２種類に分類されます．

●電子シャッタ動作モード
シャッタの方式 … シャッタなし／連続

／ランダム
シャッタ時間の分類 … 高速／パルス幅制御

など
（右の系統図）

●その他の動作モード
走査方式１ … 通常走査／４画素飛び

越し走査
走査方式２ … 通常走査／２行加算走査

／部分走査(FC1500P)
通信ボーレート … ９６００／

１９２００ＢＰＳ
デジタル出力
ークロック位相 … クロック↓取り込み

／クロック↑取り込み

→具体的な設定方法は次項（６．項）をご参照下さ
い．

図５－１ 電子シャッタ動作モード
表５－１．電子シャッタ動作モードの説明

シャッタの方式 シャッタなし 電子シャッタを使用しません．
撮像素子での露光時間は１フレーム時間となります．露光は毎フレーム連
続的に行われます．

連続シャッタ 外部トリガ入力（Ｖｉｎｉｔ）と無関係に露光を繰り返し行います．
繰り返しのピッチは毎フレームとなります．

ランダムシャッタ 外部トリガ(Ｖｉｎｉｔ)が印加される度に電子シャッタが切られます．
許容される最短の繰り返しピッチは［露光時間＋１フレーム時間］です．

シャッタ時間の分 通常シャッタ シャッタ時間が１フレーム未満のシャッタを用います．
類 シャッタ時間設定は連続シャッタでは９段階，ランダムシャッタでは８段

階の固定長で設定出来ます．
連続シャッタではモードスイッチが”１”～”９”，ランダムシャッタで
はモードスイッチが”１”～”８に適用されます．

パルス幅制御 ランダムシャッタ設定時に限り外部トリガ入力（Ｖｉｎｉｔ）のパルス幅
（Ｌレベルの期間）に対応したシャッタが切られます．
ランダムシャッタで且つモードスイッチが”９”のポジションの時に適用
されます．
シャッタ時間はＨ（水平同期時間）単位でｎＨ（ｎは１以上の整数）で可
能（１フレームより長い時間も許容する）です．

表５－２．その他の動作モードの説明

走査方式１ 通常走査 毎フレームの読み出しを通常読み出し走査（１５Ｈｚ）で行います．

４画素飛び越し走査 毎フレームの読み出しを４画素飛び越し走査（６０Ｈｚ）で行います．
縦解像度は１／４になります．

走査方式２ 通常走査 毎フレームの読み出しを通常読み出し走査（１５Ｈｚ）で行います．

２行加算走査 毎フレームの読み出しを２行加算走査（３０Ｈｚ）で行います．
（ＦＣ１５００） 縦解像度は１／２になります．

部分走査 毎フレームの読み出しを部分走査（３０Ｈｚ）で行います．
（ＦＣ１５００Ｐ） 縦映像範囲は約１／２になります．

通信ボーレート １９２００ＢＰＳ ＲＳ－２３２Ｃの通信ボーレートを１９２００ＢＰＳにします．

９６００ＢＰＳ ＲＳ－２３２Ｃの通信ボーレートを９６００ＢＰＳにします．（初期値）

デジタル出力－ クロック↓取り込み クロックの↓位相でデジタル出力が正しく取り込めるようにクロックを出
クロック位相変更 力します．（初期値）

クロック↑取り込み クロックの↑位相でデジタル出力が正しく取り込めるようにクロックを出
力します．

［用語］固定長シャッタ … シャッタ動作で設定されるシャッタ時間設定でパルス幅制御以外を指します．即ち，連続シャッ
タでのモードスイッチポジション”１”～”９”及びランダムシャッタの”１”～ ”８”で設
定されるシャッタ時間を言います．シャッタ時間は（表６－１）で規定されます．

電子シャッタ動作モード

シャッタなし動作 電子シャッタ動作

連続シャッタ ランダムシャッタ

高速シャッタ

モードスイッチ＝０ モードスイッチ＝１～９

パルス幅制御固定長シャッタ

高速シャッタ
固定長シャッタ

モードスイッチ＝９モードスイッチ＝１～８

モードスイッチ＝１～９
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［用語］パルス幅制御 … ランダムシャッタ動作時，外部から印加するＶｉｎｉｔ信号の幅によってシャッタ時間を制御す
る事を指します．ランダムシャッタ動作でモードスイッチ”９”を使用します．

［用語］高速シャッタ … １フレーム時間（＝１垂直同期期間）より短いシャッタを指します．シャッタ時間はモードスイ
ッチの位置で決定される９段階（連続シャッタ）又は８段階（ランダムシャッタ）の固定長とな
ります．

（注）ＲＳ－２３２Ｃの通信ボーレートを１９２００ＢＰＳに変更すると，通信速度が速まり変更処理などの操作時間が短縮され
る効果が期待できますが，周辺の環境によっては正しく通信できなくなる可能性がありますので，通信の状況を確認のうえ
ご使用ください．

（注）デジタル画像取り込み時に，クロックのタイミングによる画像のちらつきが生じる時にクロック位相を変更すると，ちらつ
きが減少することがあります．通常は出荷状態でご使用ください．

（注）上記の通信ボーレート変更，および，クロック出力位相の変更設定は，ページメモリに記憶されず，最後に設定された内容
が不揮発性メモリに記憶されます．

（５－２）シャッタ時間設定

シャッタ時間の設定は主にモードスイッチの設定ポジション”０”～”９”により決定します．
スイッチのポジションが”０”～”９”以外の状態，及び，設定グループ２の場合はカメラ内部の不揮発性メモリに保存され
ているカレントシャッタ（［用語］↓）の値が適用されます．

→シャッタ時間の具体的な設定方法は次項（６．項）をご参照下さい．

［用語］カレントシャッタ時間 … 通常に電源を投入して且つモードスイッチのポジションが上表の”０”～”９”以外の位置
に有る場合，又は，設定グループ２の設定状態に適用されるシャッタ時間です．

●カレントシャッタ時間の設定方法
＜手順１＞ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを中立位置のままで電源を投入します．（既に通常に電源を投入して動作中の場合は省略）
＜手順２＞モードスイッチを希望するシャッタ時間に対応するポジション（”０”～”９”）に設定します．
＜手順３＞ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを上又は下の何れかにストロークします．
＜手順４＞電源をＯＦＦとします． （引き続きグループ１の設定（次項↓）を行う場合は省略）

（注）カレントシャッタ時間は前回の上記操作で設定された値が適用されます．電源ＯＦＦ後もこの値はカメラ内部に保存されて
います．

［解説］カレントシャッタ時間の設定の必要性
… カメラのゲインなどを変更する際に”０”～”９”の内のあるポジションに対応するシャッタ時間に固定したい場合

が有ります．この様な場合にカレントシャッタ時間を事前に設定しておき動作モードの設定時のシャッタ時間を固定
します．又，プログラムページＤ～Ｆで電源起動する場合（モードスイッチ＝”Ｄ”～”Ｆ”で電源投入）など，モ
ードスイッチが”０”～”９”以外のポジションの時は直前にセットされたカレントシャッタ時間が適用されます．

（５－３）レベル設定

レベル設定には主に次の２種類が有ります．

●ゲイン設定
… カメラ内部のＣＣＤ撮像素子→Ａ／Ｄ
変換器間のプリアンプのゲイン（増幅

率）を設定します．

●オフセット設定
… カメラ内部のＣＣＤ撮像素子→Ａ／Ｄ
変換器間のプリアンプのオフセットを

設定します．

→ 具体的な設定方法は次項（６．項）を
ご参照下さい．

（注）オフセット設定については特別な場合
を除き，弊社工場出荷時設定でのご使
用を推奨します．

図５－１ ゲイン，オフセット各レベルの概念図

信号レベル

時間

時間

信号レベル

信号レベル

時間

１０２３

０

０

１０２３

０

オフセット増加ゲイン増加

映像信号

１０２３

（設定変更前）
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（５－４）プログラムページ設定

ＦＣシリーズカメラでは内部に不揮発性のメモリを搭載しており，各
種動作モードの設定やレベル設定を複数セット記憶出来ます．
カメラ内部では設定項目を仮想的なページ（以後”プログラムページ
”）上に保存します．
このカメラではプログラムページを”Ａ”～”Ｆ”の６ページ持って
います．（”Ａ”～”Ｃ”は通信コマンド専用です）

電源投入時にモードスイッチがポジション”Ｄ”，”Ｅ”，”Ｆ”の
何れかにある場合はカメラはそのプログラムページに対応した各種設
定内容で動作を開始します．

もし，モードスイッチが”Ｄ”，”Ｅ”，”Ｆ”以外のポジションに
ある状態で電源投入された場合はカメラは”Ｆ”に記憶された設定内
容で起動します．

（注）プログラムページにはシャッタ時間の設定値が保存されていな
い点に注意して下さい．
起動時のシャッタ時間は（５－３）で説明した様に，モードス
イッチのポジションが”０”～”９”ではその位置に対応する
シャッタ時間に，それ以外の位置ではカレントシャッタ時間が
適用されます．

→ 具体的な設定方法は次項（６．項）をご参照下さい．

６．設定の変更方法

（６－１）シャッタ時間の設定方法

シャッタ時間の設定は主にモードスイッチの設定ポジション”０”～”９”により決定します．
スイッチのポジションが”０”～”９”以外の場合，及び，設定グループ２の場合はカメラ内部の不揮発性メモリに保存されている
カレントシャッタ（（５－２）［用語］↑）の値が適用されます．

表６－１ シャッタ時間の設定値

シャッタ時間 単位／

モードスイッチの位置 高速シャッタ

０ シャッタなし (1/15秒)

１ 1/12000 秒 ( 1H)

２ 1/5000 秒 ( 3H)

３ 1/2000 秒 ( 8H)

４ 1/1000 秒 ( 16H)

５ 1/500 秒 ( 32H)

６ 1/250 秒 ( 64H)

７ 1/125 秒 (128H)

８ 1/60 秒 (266H)

９ 1/30 秒(532H)/連続 ﾊﾟﾙｽ幅制御時間/ﾗﾝﾀﾞﾑ

”Ａ”～”Ｆ”は動作モード設定やプログラムページの設定の際に使用するポジションです．
Ａ～Ｆ 動作モードの設定やプログラムページの設定方法については別項を参照して下さい．

これらの設定位置での動作の際はシャッタ時間としてカレントシャッタ時間（［用語］↓）
が適用されます．

（注）表中( H) は水平時間単位の時間を示しています．
（注）ここで言う「シャッタなし」とは，露光時間＝１フレーム時間の連続シャッタモードのことです．
（注）この表はカメラに通常に電源を投入（［用語］↓）した場合の起動状態に適用されます．設定グループ２（別項参照）の

設定動作状態では全てのモードスイッチのポジションについてカレントシャッタ時間が適用されます．

［用語］通常に電源を投入 … ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを中立位置のままで電源を投入することです．本文中で特に断りな
く”電源を投入する”と表記の有る場合はこの電源投入操作を指します．

（６ー２）動作モードの設定方法

動作モードの設定項目は下記の通りグループ１及びグループ２の２つのグループに分けられます．

グループ１ … 通常に電源を投入して変更する動作モードです．起動後モードスイッチを設定変更する項目（”Ａ”～”Ｃ”）
に対応するポジションとしＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを操作する事により設定内容が変更可能です．

グループ２ … 事前にモードスイッチを”Ａ”のポジションにし，ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチレバーを押し上げ（又は押し下げ）
た状態で保持し，電源を投入した時に変更可能な動作モードです．設定する項目は左の手順で起動後，モードス
イッチを先程の”Ａ”の位置から対応するポジション（”６”）に変更した後ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを操作す
る事により変更可能です．

（注）設定を変更した場合電源をＯＦＦにする前にプログラムページの”Ｄ”～”Ｆ”の何れかセーブする事により初めてカメラ
内部に保存されます．保存せずに電源をＯＦＦとすると変更内容は保存されず，次回の電源投入時は設定変更前の設定内容に
戻りますのでご注意下さい．

［電子シャッタ動作モード］

・シャッタの方式 ＝ 連続／ランダムの別

［その他の動作モード］

・走査方式１ ＝ 通常／４画素飛び越しの別

・走査方式２ ＝ 通常／２行加算の別

［シャッタ時間設定］

・シャッタ設定 ＝ ＳＷ／通信

・シャッタＳＷデータ＝ （内部数値で記憶）

［レベル設定］

・ゲイン設定値 ＝ （内部数値で記憶）

・オフセット ＝ （内部数値で記憶）

プログラムページ Ｄ

プログラムページ Ｅ

プログラムページ Ｆ

図５－２ プログラムページの概念図
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（注）｢ＲＳ－２３２Ｃボーレート切り替え」および「デジタル出力クロック位相切り替え」はページに記憶させる必要はありませ
ん．これらは，ページメモリーとは別のエリアに記憶され，読み出されたページメモリーとは関係なく，最後の設定が有効と
なります．

表６－２ 動作モード設定［グループ１］の設定操作

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチ
モードスイッチの位置 変 更 内 容

ＵＰ操作 ＤＯＷＮ操作

Ａ 連続シャッタ／ランダムシャッタ切り替え 連続シャッタ ランダムシャッタ

Ｂ ゲイン変更 ゲイン増加 ゲイン減少

Ｃ オフセット変更 オフセット増加 オフセット減少

表６－３ 動作モード設定［グループ２］の設定操作

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチ
モードスイッチの位置 変 更 内 容

ＵＰ操作 ＤＯＷＮ操作

６ 通常走査／４画素飛び越し走査切り替え 通常走査 ４画素飛び越し走査

７ 通常走査／２行加算走査切り替え(FC1500) 通常走査 ２行加算走査
通常走査／部分走査切り替え(FC1500P) 通常走査 部分走査

８ ＲＳ－２３２Ｃボーレート切り替え １９２００ＢＰＳ ９６００ＢＰＳ

９ デジタル出力ークロック位相切り替え クロック↓取り込み クロック↑取り込み

（注）設定［グループ２］の設定変更時のシャッタ時間はカレントシャッタ時間（前項［用語］↑）が適用されます．

（６－３）プログラムページの設定方法

プログラムページの設定操作はセーブ（現在の設定内容をプログラムページに書き込む）とロード（事前にプログラムページに保
存された設定内容を現在の設定内容として読み出す）の２種類に要約されます．
即ち，電源起動後に内容を変更した現在の設定内容をあるプログラムページにコピーする操作が”セーブ”であり，逆にあるプロ
グラムページに記憶されている設定内容を現在の設定内容として読み出す操作が”ロード”です．

図６－３ セーブ操作とロード操作の概念図

［解説］現在の設定内容とプログラムページの関係
… プログラムページに保存された設定内容はカメラの電源起動時に内部のＲＡＭ（揮発性メモリ）に自動的に読み出さ

れ，その内容が現在の設定内容としてカメラの動作を決定します．
モード設定の変更操作を行うと，現在の設定内容は書き換えられ，電源がＯＦＦとなるまでカメラの動作設定内容を
一時的に規定します．しかし電源がＯＦＦとなるとＲＡＭ上のページである現在の設定の内容は消失し，カメラの動
作は電源投入前の設定状態に戻ります．
従って設定変更を行った内容を保存する場合は必ず”Ｄ”～”Ｆ”のプログラムページにセーブする必要が有ります．
プログラムページに記憶させた設定内容は以降で説明する様にロード操作（起動時の自動ロードを含む）を行う事に
より必要により読出して使用する事が可能となります．

（注）プログラムページの記憶内容の項目にはシャッタ時間の項目が無い点にご注意下さい．シャッタ時間は（５－２），（６－
１）項で解説された様にシャッタのポジションの位置とカレントシャッタの設定値により決定されます．

●電源起動時の自動ロード 表６－４ 自動ロードされるプログラムページ
電源起動時，カメラは”Ｄ”～”Ｆ”のプログラムページの
設定内容を自動的にロードしその動作が決定されます． モードスイッチの位置 自動ロードされる
この際，自動ロードされるプログラムページは電源起動時の プログラムページ
モードスイッチのポジションによって決定されます．

０～Ｃ プログラムページＦ
（注）Ｄ，Ｅ以外のポジションではプログラムページＦが

自動ロードされる点にご注意下さい． Ｄ プログラムページＤ

（注）モードスイッチのポジション”０”ではプログラム Ｅ プログラムページＥ
ページＦに記憶されたシャッタ方式の設定に関わらず
”シャッタなし動作”となります．→（６－１） Ｆ プログラムページＦ

［電子シャッタ動作モード］
・シャッタの方式 ＝ 連続／ランダムの別
・シャッタ時間の分類＝ 高速／低速の別

［その他の動作モード］
・走査方式１ ＝ 通常／４倍速の別
・走査方式２ ＝ 通常／２行加算の別

［シャッタ時間設定］
・シャッタ設定 ＝ ＳＷ／通信
・シャッタＳＷデータ＝ （内部数値で記憶）

［レベル設定］
・ゲイン設定値 ＝ （内部数値で記憶）
・オフセット ＝ （内部数値で記憶）

プログラムページ Ｄ

プログラムページ Ｅ

プログラムページ Ｆ

［電子シャッタ動作モード］
・シャッタの方式 ＝ 連続／ランダムの別
・シャッタ時間の分類＝ 高速／低速の別

［その他の動作モード］
・走査方式１ ＝ 通常／４倍速の別
・走査方式２ ＝ 通常／２行加算の別

［シャッタ時間設定］
・シャッタ設定 ＝ ＳＷ／通信
・シャッタＳＷデータ＝ （内部数値で記憶）

［レベル設定］
・ゲイン設定値 ＝ （内部数値で記憶）
・オフセット ＝ （内部数値で記憶）

現在の設定内容

カメラはＲＡＭ上に読み出された現在の設定内容で動作する

ロード

セーブ

［電源ＯＦＦ後も保存］

［電源ＯＦＦ後消失］
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(12/18)

（！）プログラムページＦはＦＣ１３００のプログラムページＡに相当します．

●手動操作によるセーブ／ロード
電源投入後，モードスイッチを”Ｄ”～”Ｆ”のポジションにセットし，ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを操作する事により手動によ
るプログラムページのセーブ／ロードの操作が可能です．

（注）各種設定を変更し，その内容を以後の使用に際して有効とする為にはこの手動によるセーブ操作が必要です．

表６－５ プログラムページの設定操作（手動操作）

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチ
モードスイッチの位置 変 更 内 容

ＵＰ操作 ＤＯＷＮ操作

Ｄ プログラムページ Ｄ セーブ ロード

Ｅ プログラムページ Ｅ セーブ ロード

Ｆ プログラムページ Ｆ セーブ ロード

（６－４）代表的な設定手順例

（例１）ランダムシャッタ（１／２５０秒）で用いる為にゲイン設定をする

［解説］

左の操作手順例ではカメラをランダムシャッタ動作で用いる場
合を想定しています．左の例では，動作モードを一旦連続シャ
ッタ動作とする事によりゲインの設定などを容易にしています．
外部からのトリガ信号（Ｖｉｎｉｔ）をユーザ側より繰り返し
印加する事によって容易に画像の出力状況が観測出来る場合は
最初のシャッタ動作モード切り替えで”ランダムシャッタ”と
してからゲイン設定などを行って下さい．

（注）ランダムシャッタ動作でパルス幅制御モードとする場合
は上の例の様に一旦連続シャッタモードとする方法は使
用出来ません（ランダムシャッタ時と連続シャッタ時で
ポジション”９”でのシャッタ時間が異なる為）．パル
ス幅制御モードで使用する場合はランダムシャッタ動作
に設定後，実際にユーザ側よりトリガ信号（Ｖｉｎｉ
ｔ）を印加しながらゲインなどの設定を行って下さい．
（シャッタ時間＝”パルス幅制御”もカレントシャッタ
として記憶可能です．）

図６－４ ランダムシャッタで使用する為にゲイン設定する手順例

（６－５）工場出荷時設定の読出し

カメラご購入後，ユーザにて変更された設定内容を初期化したい場
合に，弊社工場出荷状態（ファクトリーデフォルト）を読み出すた
めの操作です．

（注）この操作は，電源起動時の自動ロード（プログラムページＤ
～Ｆ）の規定外の”弊社工場出荷状態を記憶しているページ
”をロードして起動します．カメラ内部のＲＡＭ上に読み出
されている状態ですので，電源ＯＦＦ後も継続して弊社工場
出荷状態で使用したい場合は，プログラムページＤ～Ｆにセ
ーブして使用してください．

＜手順１＞モードスイッチ＝”９”のポジションとし，且つ，ＵＰ
／ＤＯＷＮスイッチを上下どちらかの方向に操作した状
態で電源 を投入し数秒間保持します．

＜手順２＞ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを中立位置に戻してご使用くだ
さい．動作モードは，グループ１となっています．

図６－７ 工場出荷時設定の読出し直後の設定内容とカレントシャッタ時間

［電子シャッタ動作モード］

・シャッタの方式 ＝ 連続

・シャッタ時間の分類＝ 高速

［その他の動作モード］

・走査方式 ＝ 通常

［シャッタ時間設定］

・シャッタ設定 ＝ シャッタＳＷ

・シャッタＳＷデータ＝ 工場出荷値

［レベル設定］

・ゲイン設定値 ＝ 工場出荷調整値

・オフセット ＝ 工場出荷調整値

ＲＡＭ上に読み出された設定内容

カレントシャッタ時間

カレントシャッタ時間 ＝ 不定

ＳＴＡＲＴ

電源をＯＮにする．

モードスイッチを”Ａ”にセットする．

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを上側にストロークする． 一旦連続シャッタ動作に切り替える．

設定内容をプログラムページＦ

に保存する．

モードスイッチを”６”にセットする．

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを上（又は下）にストローク．
カレントシャッタ時間を１／２５０

秒に設定する．

モードスイッチを”Ｂ”にセットする．

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを上下に操作しゲインを設定する．
画像を観測しながらゲインを設定する．

ゲイン変更動作に入る．

モードスイッチを”Ａ”に変更する．

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを下側にストロークする． ランダムシャッタ動作に切り替える．

連続シャッタ／ランダムシャッタ

切り替え動作に入る．

モードスイッチを”Ｆ”にセットする．

ＵＰ／ＤＯＷＮスイッチを上側にストロークする．

ＥＮＤ

電源をＯＦＦにする．

連続シャッタ／ランダムシャッタ

切り替え動作に入る．
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７．ＲＳ－２３２Ｃ通信による外部コントロール

ＦＣ１５００は，ＲＳ－２３２Ｃインターフェイスによって，外部コンピュータなどからコントロールすることができます．
（注）通信機能を使用してカメラの動作状態を変更すると，カメラの動作はリセットされますので，コマンドを送信した前後１フ

レームの映像信号は，正規の映像が得られないことがあります．この点に注意してご使用ください．

●ＲＳ－２３２Ｃ通信設定は下の通りとして下さい．
ボーレート ： ９６００ｂｐｓ（初期値）
データ ： ８ｂｉｔ／キャラクター
ストップビット ： ２ｓｔｏｐ ｂｉｔ
パリティ ： 無し
ＸＯＮ／ＸＯＦＦ ： 制御無し

●ＲＳ２３２Ｃ コマンド
コマンドパケットはＳＴＸ（０２ｈ）で始まり，コマンドコード，コマンドオプションパラメータへと続き最後にＥＴＸ（０３
ｈ）で終了します．パケット内部はすべて８ビットのＡＳＣＩＩコードです．
カメラが１パケットを受信（ＥＴＸ：０３ｈを検知）した場合，正常なパケットと判断した時は，処理完了信号（ＡＣＫ：０６
ｈ）を返信，または，受信コマンドに応じた，返信を行います．異常なパケットと判断したときは，異常信号（ＮＡＫ：１５
ｈ）を返信します．
送受信例に記載されている”：”は区切りとして記載されており，実際には送受信しません．たとえば「ＳＴＸ：”Ｇ”
：．．」とある場合，ＳＴＸ（０２ｈ）に続けて”Ｇ”（４７ｈ）を送信してください．

（１）コマンド ”ｅ”
ファンクション：ページメモリの初期化
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”ｅ”：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

※次回電源投入時にＣＰＵは、各ページメモリを初期化します．この初期化は，初期出荷値に初期化されます．
必ず一度電源をＯＦＦにしてからご使用ください．

（２）コマンド ”Ｒ”
ファンクション：カメラ動作、設定状態をレポートするコマンド

コマンドコード”Ｒ”の次にオプションコードを付けることで
Ａ：アナログ ・レポート
Ｇ：ゲイン ・レポート
Ｓ：シャッタ ・レポート
Ｔ：シャッタSWセット・レポート
Ｖ：カメラ・バージョン・レポート

が選択できます。

①アナログ・レポート
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ａ”：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：ＳＥＴＵＰ設定値：ＷＣ設定値：”□”：ＥＴＸ

②ゲイン・レポート
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｇ”：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：ＭＧＣ設定値：（ＡＧＣ設定値）：（ＶＲＴ設定値）：

（ＶＲＢ設定値）：ＯＦＦＳＥＴ設定値：”Ｍ”：”．”：ＥＴＸ
（！）（ ）内の値はＦＣ１５００では使用しません．本機では固定値が返送されます．

”Ｍ”及び”．”は常に返信されるデータです．現行プログラムでは意味を持っていません．

③カメラ・バージョン・レポート
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｖ”：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：

”Ｔａｋｅｎａｋａ ＳＹＳ． ＦＣ１５００ Ｖ１．００ ＴＧ０３ ＳＧ０２”：ＥＴＸ
※下線部の数値はカメラのコントロールプログラムバージョン番号やファイル名を示しています．これらの値はプログラムのバ
ージョンにより異なります．カメラ通信モードの確認，カメラ内部の情報を取得する際にご利用ください．

④シャッタSW・レポート
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｔ”：”Ｈ”：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：”Ｈ”：

ＳＷ０：ＳＷ１：ＳＷ２：ＳＷ３：ＳＷ４：
ＳＷ５：ＳＷ６：ＳＷ７：ＳＷ８：ＳＷ９：ＥＴＸ

⑤シャッタモードレポート
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｒ”：”Ｓ”：ＥＴＸ

ＳＴＸ：ＡＣＫ：”Ｒ”：”□”：”□”：”□”：露光時間：ＥＴＸ
※１ ※２ ※３ ※４

※１～３：（４）コマンド ”Ｓ”を参照してください．
※４ 露光時間

・電子シャッタ露光時間が外部設定されている場合
露光時間が１Ｈ（水平走査時間）単位で設定されている場合は，そのＨの露光設定カウント値を返送します。
例 シャッタ露光時間が１６Ｈ（１／ １０００）の場合 ”００１０”

・電子シャッタ露光時間がコネクタパネルのシャッタスイッチ番号で設定されている場合
例 シャッタスイッチ＝４にセットされている場合 ”Ｉ４．．”

・電子シャッタ露光時間がＲＳ－２３２Ｃコマンドによりシャッタスイッチ番号で設定されている場合
例 シャッタスイッチ＝３が指定されている場合 ”Ｓ３．．”

（３）コマンド ”Ｇ”
ファンクション：ゲイン設定コマンド

(13/18)
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ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｇ”：ＭＧＣ設定値：（ＡＧＣ設定値）：（ＶＲＴ設定値）：（ＶＲＢ設定値）：
ＯＦＦＳＥＴ設定値：（予備設定）：（予備設定）：ＥＴＸ

カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，
ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

（！）（ ）内の値は本機では使用しません．本機へは”．”を送信して下さい．
（予備設定）には，”．”を送信してください．

ＭＧＣ及びＯＦＦＳＥＴの各データ設定値は，１６進数２桁のＡＳＣＩＩコードでセットします。
例 レベル２００（１０進）をセットする場合 ”Ｃ８”
また、設定変更する必要の無いデータ設定部は、”．”（ピリオド）をセットすることで、送信前の設定値を保持させること
ができます。
例 ＭＧＣだけをレベル９０（１０進）にセットする場合

ＳＴＸ：”Ｇ”：”５Ａ”：”．”：”．”：”．”：”．”：ＥＴＸ

（４）コマンド ”Ｓ”
ファンクション：シャッタモード，シャッタ露光時間設定コマンド
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｓ”：”Ａ”or”Ｍ”：”Ｈ”：”Ｎ”or”Ｆ”：露光時間：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，

ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

送信コマンドは以下の意味を持っています．
ＳＴＸ：”Ｓ”：”Ａ”or”Ｍ”：”Ｈ”：”Ｎ”or”Ｆ”：露光時間：ＥＴＸ

※１ ※２ ※３ ※４
※１ Ａ：ランダムシャッタ

Ｍ：連続シャッタ
※２ Ｈ：高速電子シャッタ
※３ Ｎ：通常走査

Ｄ：２行加算走査（部分走査）
Ｆ：４画素飛び越し走査

※４ 露光時間
電子シャッタ露光時間として、４キャラクターを送信します。

・電子シャッタ露光時間を外部設定する場合
露光時間を１Ｈ（水平走査時間）単位で設定する場合には，そのＨの露光設定カウント値を設定します．
例 シャッタ露光時間が１６Ｈ（１／ １０００）とする場合 ”００１０”

・電子シャッタ露光時間をコネクタパネルのシャッタＳＷ番号で設定する場合
例 シャッタＳＷ ４にセットする場合 ”Ｓ４．．”
例 シャッタモードを，ランダム・高速シャッタで露光時間を３Ｈに設定する場合
ＳＴＸ：”Ｓ”：”Ａ”：”Ｈ”：”．”：”０００３”：ＥＴＸ

例 カメラ本体の背面パネルコントロールに戻す場合
ＳＴＸ：”Ｓ”：”．”：”．”：”．”：”００００”：ＥＴＸ

※通信コマンドで，シャッタ時間を設定した場合，以後はシャッタＳＷによる変更はできません．必要に応じて通信コマンドで
背面パネルコントロールに戻してください．

※通信コマンドでシャッタを設定した状態でページＳＡＶＥを行った場合，通信によるシャッタ時間が記憶されます．
（シャッタＳＷの操作によるシャッタ時間の変化を回避することができます）
※３の返信が”Ｄ”の場合，ＦＣ１５００の場合は２行加算走査，ＦＣ１５００Ｐの場合は部分走査を示します．

（７）コマンド ”Ａ”
ファンクション：アナログ・映像信号・設定コマンド
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ａ”：ＳＥＴＵＰ設定値：ＷＣ設定値：”．”：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，

ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

（８）コマンド ”Ｅ”
ファンクション：シャッタメニュー編集コマンド
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｅ”：”Ｈ”：ＳＷ０：ＳＷ１：ＳＷ２：ＳＷ３：

ＳＷ４：ＳＷ５：ＳＷ６：ＳＷ７：ＳＷ８：ＳＷ９：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，

ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）

※ＳＷ１～ＳＷ９は，シャッタSW番号にセットする露光時間（Ｈ）を１６進数４桁で設定します．
※ＳＷ０の露光時間は変更できません．
例 高速シャッタのＳＷ５の露光時間だけを８８（１０進）に変更する場合

ＳＴＸ：”Ｅ”：”Ｈ”：”．”：”．”：”．”：”．”：”．”
：”００５８”：”．”：”．”：”．”：”．”：ＥＴＸ

（９）コマンド ”Ｗ”
ファンクション：動作モード記憶（ＳＡＶＥ）コマンド
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｗ”：記憶ページ（”Ａ”～”Ｆ”）：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，

ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）
※現在の動作モード，シャッタ設定などを各ページ（”Ａ”～”Ｆ”）に記憶します．一度登録されたデータは上書き，または，
初期化されない限り電源をＯＦＦしても記憶しています．

（10）コマンド ”Ｌ”
ファンクション：動作モード読み出し（ＬＯＡＤ）コマンド
ホスト側送信 ： ＳＴＸ：”Ｌ”：読み出しページ（”Ａ”～”Ｈ”）：ＥＴＸ
カメラ側返信 ： ＳＴＸ：ＡＣＫ：ＥＴＸ （処理完了），または，

ＳＴＸ：ＮＡＫ：ＥＴＸ （処理不能）
※ページ Ｈ には工場出荷時のデータが記録されていますので，出荷時の状態に戻したい場合にご使用下さい．
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７．タイミングチャート
●ピクセルクロックタイミング（各動作モード共通）

（注）ＦＣ１５００コントロールプログラムバージョンの違いにより弊社出荷
状態でのクロックとデータのタイミングが異なるものがあります．デジ
タル画像取り込み時にちらつきが生じる様でしたら”クロック位相切り
替え”機能（動作モード設定［グループ２］の９番）でクロック位相を
変更してご使用ください．

（注）上記タイミングは送端側でのＲＳ－６４４ドライバの駆動タイミングで
す．ケーブルや受信側での終端が適正でない場合は受端側で正常な位相
関係が得られない場合がありますのでご注意下さい．伝送環境により位
相関係が受端側で上記タイミングと異なる場合は画像キャプチャーボー
ド側で適当なディレイタイミングを設定するなどして正常な画像が取り
込める様にして下さい．

●水平タイミング（各動作モード共通）

●垂直タイミング／連続シャッタ，シャッタなし

ＨＤ

水平タイミング

ＣＣＤ出力信号

ＯＢ

※水平タイミングチャートで指定なき数値の時間単位は CLK （= 1/28.636MHz = 34.9nS）とする．
数値は設計値ですので，実機にて確認の上ご使用下さい．

１６

水平転送
停止期間

ダミー
ビット

ＯＢ

４０ ３１５ ２０ ２

１

１６
１５７

有 効 画 素

１３９２１

３７７

１水平期間（１Ｈ）

（内部水平同期信号）

１７９０

デジタル出力
アナログ出力

２１ １５２

有効映像期間

１３９１
１９２

ＨＳＹＮＣ

７７

１７ ８１ １５２ １８９

デジタル

アナログ

ＬＤＶ

１
３
９
２ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１
３
９
２

１
３
９
１

１ＣＬＫ＝３４．９ｎＳ

最大１０ｎＳ

クロック信号

デジタルビデオデータ
（Ｄ９～Ｄ０）

ＬＶＤ信号

ＦＶＤ信号

最大１５ｎＳ

約２μＳ

ＬＶＤ信号

［各信号出力の位相関係］

ＶＤ

１４ ８

デジタル出力
アナログ出力

９

ＳＧ

８００ＣＬＫ

ＣＣＤ出力信号

ＯＢ空転送 映 像

（内部垂直同期信号）

１垂直期間（１Ｖ）＝１フレーム時間

１０６８；通常走査
５３４；２行加算，部分走査
２６７；４画素飛び越し走査

垂直タイミング

（内部信号／露光終了）

※垂直タイミングチャートで指定なき数値の時間単位は H（= 1790 CLK =1790 x 1/28.636MHz = 62.5μS） とする．
※４画素飛び越し走査時は，ＦＤＶ（ＶＳＹＮＣ）と有効画素の１ライン目が重なります．
※２行加算走査時のアナログ出力は，ＶＳＹＮＣ後の１ライン(1）はブランキングとなり出力されません．
※４画素飛び越し走査時のアナログ出力は，ＶＳＹＮＣ後の４ライン(1,4,9,12）はブランキングとなり出力されません．
※ＦＣ１５００は２行加算走査を，ＦＣ１５００Ｐは部分走査を装備しています．

２

４ ２

８
有 効 映 像

３

ＶＳＹＮＣ

１０４０1 2 3 10401039103810374

３

３

３通常走査

２行加算走査

４画素飛び越し走査

３

４

空転送

１

２ ４
1038
+10391

2
+ 3

4
+ 5

6
+ 7

1036
+1037

1034
+1035 +1040５２１７

通常走査

２行加算走査

４画素
飛び越し走査

２

ＯＢ

１

１

部分走査 ６６

２５６ 10361033102810251 4 9 12

部分走査

２６０1 4 9 103610331028102512

３９８332 333 334 335 719718717716７０ ０ ０６６

ＦＤＶ

１０４０1 2 3 10401039103810374

1038
+10391

2
+ 3

4
+ 5

6
+ 7

1036
+1037

1034
+1035 +1040５２１

３９８332 333 334 335 719718717716
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●垂直タイミング／高速／固定長／ランダムシャッタ

［解説］
Ｖｉｎｉｔの立ち下がりを受けると，次のＨＤ（内部信号）の立ち下がりに同期してフォトダイオード部の露光が開始されます．設
定された露光時間終了後（図では，ｎＨ）ＷＥＮがアサートされ，露光が終了（シャッタクローズ）します．
ＷＥＮの次のＨＤに同期してＦＤＶが出力され，以降に１フレームのシャッタ露光映像信号を出力します．

●垂直タイミング／パルス幅制御／ランダムシャッタ

［解説］
Ｖｉｎｉｔの立ち下がりを受けると，次のＨＤ（内部信号）の立ち下がりに同期してフォトダイオード部の露光が開始されます．Ｖ
ｉｎｉｔがＬの期間中ｍ回ＨＤの立ち下がりがある場合，ｍＨ幅の露光時間終了後ＷＥＮがアサートされ，露光が（シャッタクロー
ーズ）します．
固定長シャッタと同様にＷＥＮの次のＨＤに同期してＦＤＶが出力され，以降に１フレームのシャッタ露光映像信号を出力します．
各走査時の１フレームの映像信号については，固定長シャッタタイミングを参照してください．

ＨＤ

ＳＧ

ＷＥＮ

Ｖｉｎｉｔ

露光時間（ｍＨ）

ＢＵＳＹ

ＳＴＲＢ

（内部露光終了信号）

ｍ

ｍ

デジタル出力
アナログ出力

※本タイミングチャートで指定なき数値の時間単位は Ｈ（= 1790 CLK =1790 x 1/28.636MHz = 62.5μS） とする．

※ｍは１以上の整数

１

（内部水平同期信号）

有効映像期間 １０４０

ＦＤＶ

1 2 3 10401039８ 通常走査

1 2 3 m

（内部信号）

３

ＶＳＹＮＣ

ＨＤ

ＳＧ

ＷＥＮ

Ｖｉｎｉｔ

露光時間（ｎＨ）

ＢＵＳＹ

ＳＴＲＢ

（内部露光終了信号）

ｎ

ｎ

デジタル出力
アナログ出力

※本タイミングチャートで指定なき数値の時間単位は Ｈ（= 1790 CLK =1790 x 1/28.636MHz = 62.5μS） とする．

※ｎはモードスイッチの位置で規定される整数値（別表参照）．

※ランダムシャッタモードでは，４画素飛び越し走査は行えません．

※ＦＣ１５００は２行加算走査を，ＦＣ１５００Ｐは部分走査を装備しています．

（内部水平同期信号）

有 効 映 像

１０４０1 2 3 10401039

（内部信号）

１

ＦＤＶ

８３

ＶＳＹＮＣ

１ ３ ３
2

+ 3
4

+ 5
1038
+1039

1036
+1037５１９

6
+ 7

1039

1036
+1037

通常走査

２行加算走査

１ ３ ６６ 332 333 334 ３９８ 719718717部分走査
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（注）パルス幅制御モードでランダムシャッタ動
作を行う場合，厳密には同一のＶｉｎｉｔ
のパルス幅を印加しても１Ｈの幅だけシャ
ッタ時間が異なる現象が起こります．（１
Ｈ幅だけ不定となる）
右図では（Ａ），（Ｂ）ともに同一パルス
幅（２Ｈ～３Ｈの間の値）を印加していま
すが，内部の水平同期タイミングとの位相
関係により（Ａ）ではシャッタ時間＝２
Ｈ，（Ｂ）ではシャッタ時間＝３Ｈとなり
ます．

この理由で，内部の水平同期信号（ＨＤ）と非同期なＶｉｎｉｔ信号をユーザから印加する場合，１Ｈのシャッタ時間だけ露光
時間が不定となる事を考慮する必要があります．具体的には

①シャッタ時間が１Ｈ不定となっても影響の少ないシャッタ時間でのみ用いる．
…１００Ｈ幅以上など，比較的シャッタ時間が長い場合は１Ｈの露光時間差での信号レベルに対する影響が相対的に小さい為，
実用上問題が発生し難い．

②カメラの外部同期機能を用いて外部のＨＤ信号とトリガ信号を同期化し，Ｖｉｎｉｔの位相関係を一定にする．
…内部のＨＤに対するＶｉｎｉｔの発生位相を一定にする事で，１Ｈの不定時間の発生なしに制御が可能です．

などが考えられます．

（注）ｍは上限値がありませんので１フレーム時間を超える長時間露光も可能です．但し，この場合はＣＣＤの熱雑音の蓄積などに
より映像信号のＳ／Ｎ比が悪化しますので実用となる最大時間は具体的な使用状況に基づき決定して下さい．

９．使用上の注意

●ケースを取り外したり改造や分解をしないで下さい．動作不良に伴う発熱などで火災などの事故の原因となります．又，故障や動
作不良の原因となります．

●通電状態でのケーブル，コネクタ類の付け外しは故障の原因となりますのでお避け下さい．

本装置に接続する電源にはノイズ成分が含まれないものをご使用下さい．故障や動作不良の原因となります．●

●弊社推奨品以外の電源を使用する場合は特に接続ピンの適合について十分事前にチェックしてして下さい．故障や動作不良，発熱
による火災の原因になります．

●近距離に設置された動力機器等からノイズが放射され，本装置に対して影響が懸念される場合は，これらのノイズの発生を抑制す
る処置をとって下さい．

仕様外の温度環境や，結露を発生する環境，塵埃の多い場所，恒常的な振動・衝撃が加えられる場所でのご使用や保管は避けてく●
．故障や動作不良，性能劣化の原因になります．ださい

●長時間ご使用にならない時は，電源 電源スイッチを にしてください．装置の ＯＦＦ

●異常や故障にお気付きのときは ，通電を中止して，販売店へ ください．直ちに使用を中止し 修理・点検をご依頼

●カメラとカメラ制御器間のカメラケーブルを強く引っ張る，無理に折り曲げるなど乱暴に取扱わないようご注意ください．ケーブ
ルの断線による動作不良，過熱による火災やカメラ本体の故障の原因となります．

●通電の有無を問わず，カメラの撮像面を太陽やレーザ光源など過度に強力な光源に直接，長時間晒さないでください．撮像素子の
焼き付きや性能劣化の原因となります．

●カメラの落下，強い衝撃や振動を与えないでください．故障の原因となります．

●本説明書に記載された調整個所以外は，調整しないでください．動作不良の原因となります．

●製品を本来の使用目的以外の用途に使用しないでください．

●本品についてカタログ等に記載されている仕様や動作内容等については性能の改善などの目的の為に予告なく変更する場合が有り
ます．

HD

Vinit (B)

（内部水平同期信号）

２１ ３

Vinit (A) ２１

同一幅のＶｉｎｉｔ信号でシャッタ時間が１Ｈ異なる例

（シャッタ時間２Ｈ）

（シャッタ時間３Ｈ）
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１０．仕様

［仕様］

撮 像 素 子 プログレッシブ走査，インターライン転送方式 ＣＣＤ
２／３インチサイズ

有 効 画 素 数 1391(H)×1040(V) 正方格子配列

水 平 走 査 周 波 数 f = 16.0 KHzＨ

読 出 し 走 査 垂 直 走 査 周 波 数 f = 15 HzＶ

ピクセルクロック周波数 f = 28.636 MHzＣＬＫ

標 準 感 度 １００Lx Ｆ２２ ※
（※露光時間１／１５秒にてデジタル出力５１２／１０２４諧調出力時）

最低被写体照度 ０．５Ｌｘ Ｆ１．４

Ｓ ／ Ｎ ５０dB以上

ビデオ出力信号 プログレッシブ走査：15Hz/フレーム
出力信号レベル ：デジタル出力:10bit RS-644 差動出力，100Ω負荷

アナログ出力:1Vpp 75Ω不平衡

電子 シャ ッタ １／１２０００秒～１／１５秒（シャッタなし）
連続シャッタ，ランダムシャッタのモード切換可
※ランダムシャッタモード，かつ，パルス幅制御のシャッタ時間は，１／１５
秒以上のシャッタ時間を設定できます．

レンズマウント Ｃマウント

電 源 ＤＣ１２Ｖ±１０％
４００ｍＡ最大

動作 周囲 温度 ０℃～４０℃（結露，結氷のないこと）

保存 温度 範囲 －３０℃～６０℃（結露，結氷のないこと）

耐 衝 撃 ７０Ｇ

耐 振 動 ７Ｇ

外 形 寸 法 ４６(W)×３３(H)×９２(L)mm（コネクタ，トリポット除く）

重 量 約２１０g

（注）仕様は改良のため，予告なく変更されることがありますのでご了承下さい．

［寸法］

図９－１ ＦＣ１５００外形図

92

7
3
3

46
9

2
6

φ
2
8

3 4 40

18.5 11 11

30 25

2
5

C ﾏｳﾝﾄ

2-M6 深7

4-M3 深5

2X2-M3 深6

ﾄﾘﾎﾟｯﾄｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ

13

1/4" -20 UNC 深 7

1"-32-UN

2
0

4

(上下面)

2X2-M3 深 5

(左右面)

POWER LE NS

DIGITA L OUT

矢視 Ａ

Ａ

※ビスなど，４mm以上挿入しないでください．

故障の原因となる場合が有ります．
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